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　絵画はあくまでもイメージの世界。従って、地球環境に

ダメージをまったく与えず、また場所や重力などの制約を

受けることなく、思ったまま感じたままに作り出すことがで

きます。例えば建物や橋を作る作業とは違い、絵を描く行

為は世間的には役に立たないものだと思われがちです。

確かに、雨風から人を守る、川の向こう岸に渡れるといっ

た直接的な「用」は成さないものの、絵を描くために必要

な「イメージする力」、あるいは「夢の力」には、無限の

可能性が秘められている点が大きな特徴といえるでしょう。 

　その典型的なケースが、レオナルド・ダ・ビンチ。「鳥の

ように大空を羽ばたきたい」という夢をデッサンして形に残

したダ・ビンチのイメージがあったからこそ、今日のヘリコ

プターや飛行機の誕生につながったといえます。特に日本

のような、モノ作りによって発展を遂げてきた国にとって、

幼少の頃から絵画を通じてイメージする力、夢の力を育

てることは、とても大切でしょう。 

　通常、学校教育では一つの正解を求めて答案用紙を

出すように要求しますが、絵画の世界は違います。他人

とできるだけ違った解答のほうが評価されるため、絵を描

く力を鍛えることは、子どもたち一人ひとりの個性を伸ば

す上でとても重要な役割を果たすだろうと思います。実際

に世界各国の子どもたちの絵を見ていると、「この国は、

子どもたちの“夢の力”を育てる教育をしているな」と感

じることがよくありますね。 

　絵画は、描く人間の心を映し出す、いわば合わせ鏡のよ

うなもの。従って、美しい心が宿っていれば、それがその

ままキャンバスに反映されます。子どもたちが描いた作品を

前にすると、大人になると失われがちな美しい心、素直な

感性が色彩や構図の端々から伝わってきて、あらためて勉

強させられる思いがします。絵を見るわれわれ大人のほうが、

子どもたちの熱意をどこまで理解し、くみ取れるかを試され

ているような気持ちにさせられ、大いに刺激になります。 

　絵画は、国境や言語、政治や宗教といった障壁を飛び

越えて、見る者の心に強く訴えかける力を持っています。

絵に込められた美しい心は、やがて見る人の心にも伝播し、

育まれていくものなのです。子どもたち一人ひとりの美し

い心、素直な感性が、そうした“心の受け渡し”によって

世界中に広がり、豊かに育まれることを願ってやみません。 

子どもたちの「夢の力」を育む 

第1回より地球環境世界児童画コンテストの審

査委員長を務めていただいている絹谷幸二先

生に、「子どもたちと絵画」をテーマに語って

いただきました。 

絹谷先生のホームページ   http://www.artstyle.jp/top.php
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絹谷幸二（きぬたに・こうじ）先生 
1943年奈良県生まれ。68年東京藝術大学大学院壁画科修了、独立美術協会会員となる。71年イタリアへ留学しヴェネツィア・
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